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～世代間ギャップを乗り越える職場のヒント～

■見放さず，囲い込まず，適切に向き合うには？
　 4月入社の新入社員が第一線に配属され，上司・先輩
たちと業務遂行にあたるこの時期。毎年この段階になる
と“あの人たちは何か違うのでは？”ともやもやした感
情が，若手・オトナの双方に芽生え始める。単に慣れの
問題であり時間が解決する場合もあるし，違和感が決定
的となり修復不能の事態（メンタル崩壊，早期離職，パ
ワハラ騒ぎ等）に悪化するケースもある。世代間ギャッ
プに起因する職場の問題は年々複雑さを増し，その対処
法は大きな転換期を迎えている。例えば典型的な認識
ギャップの 1つが上下意識だ。若手にしてみれば，上司・
先輩といえどもその存在は対等であり，意見・指摘を受
けたとしても，合理性を理解できなければ行動せず反省
もしない。ただ，反抗心や悪意が潜んでいるわけでもな
いので，オトナの側がコミュニケーションに苦しむこと
になる。ここで，見放してもいけないし，慌てて策を連
打しても空回りするだけだ。おそらくは，強権発動でも
囲い込みでもなく，ギャップを理解し，向き合い方を探
るのがニューノーマルを先取りする最適解になるはずだ。
リモートとリアルのハイブリッド型勤務が続く変則的な
状況にあって距離感のセンスはより重要になるとの前提
で，世代間ギャップの研究を続ける専門家にキーワード
を切り口にした解決策をひもといていただいた。（編集部）
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若手社員を理解する 14 のキーワード
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注：本稿における世代の定義
本稿では「若手」をＺ世代に特化しています。一方で，
そうしたＺ世代にギャップを抱く世代をマネジメント層
を象徴する意味から，「オトナ」と，あえて抽象度を上げ
て一括りに表現しています。
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